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1 は じ め に

水稲に対する側条施IIEは ,初期生育の確保が容易であり,

肥料の利用効率が高いというメリットをもっており,施肥

技術の一つとして定着しつつある。反面,施肥窒素の吸収

が早めに終わり,追肥による対応時期や施肥量の見極めな

どの問題点もある。1990年に,岩手農試 (多湿黒ボク土水

田)において二段施1巴の下段施肥利用率は約30%であった

ことが確認されているが,本年は秋田農試圃場の灰色低地

土水田での二段施肥の施肥窒素の吸収,利用経過について,

上段,下段を別々に重窒素で標識したペースト肥料を用い

て試験を行ったので報告する。

2試 験 方 法

(D 土壌条件 :細粒灰色低地土,土性 LiC(堆肥 6年

間無施用)

(2)供試品種 :あ きたこまち,中苗

6)供試肥料 ;硫加燐安11号 ,ペースト1号 (N― P2
0,一 K,0 12-12-12%)

使用重窒素濃度 320 atom%
に)施肥位置 :上段 3 clo,下段12cl
6)供試田植機 :M社製乗用二段施肥機,6条植
16)試験区の構成 :表 1に示すとおりである。

表 1 試験区の構成

施肥窒素量

試 験 区 上 段 下 段
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図 1 由来別窒素吸収経過

うに有効茎決定期までは上段施肥由来の窒素が土壌由来窒

素とほぼ同等の量を吸収していたが,それ以後の吸収量は

増加しなかった。下段施肥由来の窒素は有効茎決定期まで

はほとんど吸収されず,上段施肥由来の窒素吸収の終了と

ほぼ同時に始まり,多肥区では幼穂形成期に,少月じ区では

減数分裂期に吸収が最大となっている。以後は土壌窒素の

吸収のみで推移した。

2)下段施肥窒素の利用率の推移
吸収窒素を施肥窒素の利用率としてみると,上段施肥の

場合は有効茎決定期に最大利用率となり以後緩やかに低下

した。下段施肥窒素の場合は,当初は上段より低く推移す

るが最高分げつ期後に急激に高まり,多肥区は減数分裂期,

少肥区は出穂期に最大利用率となった。また,少肥区で多

肥区より高い利用率となった (図 2)。

月/日
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図 2 上段と下段の施肥窒素の利用率
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『
)重窒素分析法 :発光分光分析法 (15Nア ナライザー)

3試 験 結 果

に)下段施肥窒素の吸収の推移
水稲の吸収窒素を由来別に仕分けをしてみると図 1の よ

-85-



東 北 農 業 研 究 第 45号  (1992)

(3)下段施肥量が収量に及ぼす影響

全層施肥区に比較し,二段施肥区は全重が重く,籾 /わ
ら比が高かった。又,穂数には差がなかったが,登熟歩合
の向上と千粒重の増加が認められた。試験実施年には,一

表2 二段施肥が収量に及ぼす影響

般に籾/わ ら比と千粒重が低いことが特徴であったことか

ら,上記の結果は注目される。また,下段多肥区では一穂

粒数が増加しており,これは最高分げつ期以降の窒素中断

が急激でなかったことに起因したと思われる (表 2,図 1)。

4 ま と め

1990年 ,岩手農試の多湿黒ボク上でペーストニ段施肥の

下段の利用率が約30%であることが確認されているが,秋

田農試の灰色低地土水田で行った結果では,下段施肥の利

用率が少肥区で約79%,多肥区で56%と高い値を示した。
これは秋田農試圃場が黒ボク圃場に比して透水が少ないこ

との他に,長年有機物無施用条件であるため,施肥窒素依

存度が高まったこと等によるものと考えられた。また,下
段施肥窒素の吸収が,ち ょうど上段施肥窒素の吸収の終了

する頃に開始することが判明し,二段施肥法の有利性が認

められ,収量構成要素の改善にもつながっていることが明

らかになった。

14)二段施肥が玄米に及ぼす影響

13)の結果からみて,二段施肥での吸収窒素の玄米生産効

率が高いことが予想されるが,表 3に示すように少肥,多

肥の二区ともに高い値となり,この傾向は特に少肥区で著

しかった。また,玄米窒素濃度も少肥区では低下していた。

表 3 二段施肥が玄米に及ぼす影響

試験区 全 重
(腋/10a) 一い

籾/ワ ラ (』男記) 集̈ 指 数 1穂粒数 弔大響 登熟歩合(%)
粒

ｇ

千
＜

全層施肥
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下段多肥

1,281

1,372

1.459

鍋
観
寧
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２０

ｍ

３０

(100)
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893

91 0

191
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199

試験区 務米
生
肇 指 数

玄 米
N %

全層施肥

下段少肥

下段多肥

404

632

510

(1∞)

1564

1262

134

126

1 38
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